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Keywords：色の 見 え，カラーネー
ミ ン グ，カテ ゴ 　　ン グを行 っ た。テ ス ト色票に対するカ ラーネーミ

リカ ル 基本色，LED ，有機 EL 　　 　　　　　　 　 ン グを 2 回繰 り返 した。

1 ．は じめ に

　照明光源 として 白色 LED の 利用 が広 が り，有

機 EL の 開発 も進 め られて い る。著者 らは蛍光灯，

白色 LED ，有機 EL の 3 種の 光源 の 色の 見え方 へ

の 影響を評価する研究 1＞にお い て カテ ゴ リカ ル 比

率評価法 を導入 した 。
こ の カ テ ゴ リカ ル 比 率評価

法 は ， 内川 ら 2＞の 方法 を発 展 させ た も の で あ り ，

被験者 は色の 見 えを記述す るために 11 の 基本色

名 （赤，オ レ ン ジ ，黄，緑，青，紫，ビ ン ク ，茶，

白， 黒 ， 灰 ）か ら 3 色 ま で を選択 し，さらにそ れ

ぞれの 色 に合計 10 点 となる重み を付 ける こ とで

色 の 見え方 を評価す る 。 例 えば，オ レ ン ジ 7，黄

2，黒 1 の よ うに色の 見え方を回答する。

　本研究で は ， 既報 1＞の カテ ゴ リカル 比 率評価法

に よる色の 見 え の 評価 （実験 1） と新た に実施 し

た エ レ メ ン タル カラ
ーネー

ミ ン グで 得 られ た ユ

ニ
ーク色 によ る評価 （実験 2）を比較 し，カ テ ゴ

リカ ル 比率評 価 の 結果 か らエ レ メ ン タル カラ
ー

の 構成比 を推定する可能性に つ い て検討 した 。

2 ．実験方法 （実験 2）

　実験 2 で は実験 1 で 使用 した マ ン セ ル 色票 146

色 の 中か ら明度 3，5，7，9 及 び 色相，彩度 を系

統的に選択 した 76色 をテ ス ト色票 とした。 実験 2

は 山形大学及び京 都大学で実施 し
， 被験者 は合 わ

せ て 10 名 で あ る 。 光 源 と し て 蛍 光 灯

（FL20SSENW18HF ，
　 Panasonic），白色 1．ED

（LEL −AW6N12 ，　 Toshiba ） ， 有 機 EL

（PO3BO909N −A12A ，　Lumiotec）の 3 条件 を設 定

した 。 各光源の 色温度 は約 5000K で あ り，テ ス

トの 色票面の 照度が 5001x となるよ うに設定 した。

被験者は 暗幕で 覆われ た実験 ブース 内で ， 各光源

に 5 分間順応 した後 ，色票に 対す るカ ラ
ー
ネ

ー
ミ

3．実験結果

　図 1 に既報の 実験 1 ： カ テ ゴ リカ ル 比率評価法

に よる結果 （被験者平均）を示す。光源条件 LED

と有機 EL に つ い て Value ＝ 5
，
　 Chroma ＝ 6 の 色票

を代表例 と して 示 して い る。 両照 明条件に対 して

色票 の 色相 変化 に対 す るカ テ ゴ リカ ル カ ラ
ー構

成割合 の 変化 は類似 の 傾 向 を示 して い るが
，

10R

〜10YR にかけて OI．ED で はオ レ ン ジ の 割合が高

く，10BG と 5B で LED で は青み が強調 されて い

る こ とな ど照 明 条件 に よる色 み の 変化 が捉 え ら

れ て い る こ とが分 か る。

　 図 2 は 本研究に よ る 実験 2 ：エ レ メ ン タ ル カ ラ

ー
ネ

ー
ミン グの 結果 （被験者平均〉で ある。図 1

と同様 に LED と有機 EL に つ い て Value＝ 5，

Chroma ＝ 6 の 結果 を示 して い る 。 色相によ る エ レ

メ ン タル カラ
ー構成比の 変化 ， 及び照明条件に よ

る違 い を確認す るこ とが で きる。

　 カテ ゴ リカル 比率評価 による評価 と エ レ メ ン

タル カ ラ
ー

構成比 と の 関係 を検討す る 。 例 えば ，

カ テ ゴ リカル 比 率評価で 「オ レ ン ジ」 を用い た場

合，そ の 色票の 見 えに は赤み と黄みが 含まれ て い

た と考え られ る 。 した が っ て
，

カ テ ゴ リカ ル 比 率

評価 の そ れぞれ の 色名 回 答 を適切 な割 合で エ レ

メ ン タル カ ラ
ーに分解するこ とが で きれば，カテ

ゴ リ カ ル 比 率評価 を エ レ メ ン タ ル カ ラ ー構成比

に変換す る こ とが で きる と考 え られ る 。

　そ こ で 今回 は カテ ゴ リカ ル 比 率評価 の 評価 結

果 を独 立変数 ，エ レ メ ン タル カ ラ
ーネーミ ン グ の

結果を説明変数 と して 重回帰分析 を行 っ た 。 重 回

帰分析の 対象デー
タは 3光源条件にお ける全 76

色票 の 評価結果とした 。 重回帰分析 の 結果，エ レ

メ ン タル カ ラ
ー

の 各成分は
，

カ テ ゴ リカ ル カ ラ
ー

の 比 率評価値 に基づ い て 良好に推定で きるこ と
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が 明 らか にな っ た 。 分析結果の 代表例 として ， 図

3 に重回帰分析に よる推定 とエ レメン タル カ ラー

を蛍光灯 条件につ い て求 めたグラ フ を示す 。

4．ま とめ

・カ テ ゴ リカ ル 比率評価法 に よ っ て照 明条件 によ

る色の 見えの 違い を測定す るこ とが で きた 。

・カテ ゴ リカ ル 比 率評価 に基づ い た 重回帰分析に

よ っ て エ レ メ ン タ ル カ ラ
ー

の 構成比 を良好に推

定で きる こ とが示 された 。

・今後の 課題 として ，フ ォ
ーカル カ ラ

ーデー
タ を

活用 した推定モ デル の 検討，カテ ゴ リカ ル 比 率評

価法の 有効 1生の検証 などが考 え られ る。
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図 1： カテ ゴ リカル 評価法に よ る色の 見え の 評価例 （V ＝ 5
，
C ＝ 6）
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図 2： エ レ メ ン タル カラーネーミ ン グ法に よる色 の 見えの 評価例 （V ＝ 5，C ＝ 6）
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図 3： 重回帰分析に よる エ レ メ ン タル カ ラ
ー

の 推

定と実験値 の 比 較
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